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研究成果の概要（和文）：　本研究では、日本語教育の読解授業への新たな提案を目指し、1) 学習者ペアによる再話
活動の実践、2) 相互行為データの収集・分析、3) それに基づく授業改善というサイクルを繰り返すことによって、学
習者の読解過程を分析した。その結果、再話という活動は、他者に理解を伝えたり、他者の理解と自分の理解を照合し
たりすることを通して、学習者の読解内容の整理・明確化を促すという知見を得た。また、実践・分析・改善のサイク
ルを通して、読解素材の選択や提示順序、各種活動の組み合わせについても具体的な知見を得、新たな読解授業の提案
に必要な準備を整えた。

研究成果の概要（英文）： With the aim of developing new activities for Japanese reading classes, this 
study investigated learners’ reading processes through repeated cycles of 1) a retelling activity, in 
which learners tell what they have read and understood to their pair partners and check and/or compare 
each other’s understanding, 2) the collection and analysis of the retelling activity interactions and 3) 
improved class activities based on information from the analyses. The results showed the retelling 
activity helped the learners organize and clarify their comprehension. The cycles of classroom 
activities, analyses and improvement provided information that increased our knowledge about the 
selection of reading materials, the order of use of materials and effective combinations of classroom 
activities.

研究分野：談話分析
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１．研究開始当初の背景 
 読解授業においては、認知心理学のスキー
マ理論やストラテジー研究に基づき、学習者
の内容把握・読解を促進するためのストラテ
ジー指導が行われてきた。また、他者との協
働を読解に活用する教室活動も行われてい
る。しかし、特にペアワークやグループ活動
では、実際に何が起きているのかを教師が十
分に把握することは難しい。読解において、
そもそも学習者が実際に何をどのように理
解しているのかについては、十分に把握でき
ていないのが現状である。 
学習者の読解を教師が把握する方法に「再
話課題」があり、日本語教育でも学習者が互
いに自身の文章理解を説明し合う活動が行
われている。また、そもそも読解を、読んで
理解する自己完結的過程でなく、理解内容を
表現することでさらに深化させる過程と捉
える考え方もある。 
 日常生活で私たちは、読解内容を他者と共
有、確認、議論し、その過程で理解を深め、
知識や情報の再構築を行っている。本研究代
表者らは、このような日常の活動に着目し、
読解を「読んだことから内容を再構築する過
程」と捉え、「読んだ内容を相手に話す」と
いうペアによる再話活動を試みた。そして、
中級レベルの読解クラスにおいて再話のペ
ア作業を録音し、学習者がどのように理解し
ているのかについて探るべく制度的談話の
分析手法を活用した談話分析を行った（木
谷・熊谷・小河原、2011）。 
 分析の結果、学習者がペアで再話する際に
は、単なる再生だけでなく、様々な相互行為
が起きることが明らかになった。そこでは、
(1) 読んだ内容の再生、(2) 再生以外のこと
（語の意味の確認など）の 2 種類が見られ、
各々に数種のパターンが観察された（小河
原・木谷・熊谷、2012）。時には、内容につ
いての「質問－回答」を相互に役割を入れ替
えつつ繰り返す形も見られた。こうした「質
問－回答」などは、パートナーの存在があっ
てこそ可能になる理解の確認、整理、明確化
である。 
 再話のやりとりにおいて互いに質問する
ことは、学習者の理解を問うべく教師が質問
を行う場合よりも、質問を考えながら読むと
いう主体的・能動的な読み方への変化につな
がる可能性がある。同時にこうした相互行為
は、ペアが各々素材を読みながら情報のまと
まりや内容の構成をどのようにとらえてい
たかを垣間見る手がかりともなる。（木谷・
小河原・熊谷、2012） 
 しかし、再話のし方は同じ学習者でも内容
理解の程度、パートナーの日本語レベルや読
解に対する学習観の違い、素材の難易度・構
造・内容等によってその都度変化する。それ
らの変数を踏まえつつ、一人でなくペアで行
うことでどのような再生や相互行為が起こ
るか、より豊かな再生のためにどのような相
互行為があり得るかといった観点からさら

にデータを収集し、分析を進めていくことで、
新たな読解授業の可能性が広がることが期
待される。 
 
２．研究の目的 
日本語教育の読解において、そもそも学習
者が実際に何をどのように理解しているの
かについては、十分に把握できていない。そ
こで、学習者ペアによる読解後の再話活動に
見られる相互行為を収集、分析することによ
って、学習者の読解過程、すなわち読んだこ
とから内容を再構築する過程を明らかにす
る。その分析結果をもとに改善した読解授業
を対象として、さらにデータを収集、分析し、
授業改善を繰り返すことにより、新たな読解
授業のあり方を提案する。そして、教室にお
ける相互行為、教室談話を分析する手法を用
いた授業改善・授業研究の発展を目指す。 
 
３．研究の方法 
 文献研究を通して、本研究における読解の
定義、読解授業、再話活動の位置づけを整理
し、明確化した。同時に、これまでに収集し
た学習者ペアの再話活動に見られる談話を
分類し、各学習者の内容理解の程度、パート
ナーの日本語レベル、素材の難易度・構造・
内容等によってどのような再生や相互行為
が起こっているか、より豊かな再生のために
どのような相互行為があり得るかといった
観点から分析した。分析したデータを踏まえ
て読解素材の選択、再話活動の手順等の授業
改善を行い、新たな読解授業として実践し、
データを収集した。このプロセスを各年度に
おいて繰り返し、学習者の読解過程を明らか
にし、新たな読解授業のあり方を提案した。 
 
４．研究成果 
(1)学習者の読解過程 
 再話を読解の教室活動として活用するた
めに、実際にペアで再話する際に何が起きて
いるのか、それが理解した内容の再構築とど
のように関わっているのか、再話活動におけ
る学習者ペアの相互行為を分析した。 
 その結果、学習者はお互いに読んだ内容を
述べ合いながら二人で１つの内容を再生し
ていた。この間、学習者が再生する場合には、
自分の理解を相手に伝えるために何らかの
表現に置き換えたり、まとめ直したりして何
度もストーリーにアクセスすることになる。
さらに相手の再生を聞く場合には、自分とは
異なる表現による内容を自分の理解と照合
したり、相手の再生の正しさや再生されてい
ない部分を考えたりすることになる。 
 このような過程が再話の進行に伴って繰
り返されることによって、単に文章を読んで
理解するだけではなく、何度も、かつ多様な
形で自分の理解にアクセスすることになり、
その結果として読んだ内容をペアで再構築
する過程が読み手の理解を深めることにつ
ながる可能性があることが示唆された。 



 
(2)新たな読解授業のあり方 
 (1)で示唆されたことは、学習者がクラス
で一斉にテキストを読んで、内容把握を問う
教師の質問やテキストの設問に答えるよう
な教師主導の読解授業とは異なり、ペアで再
話することによって学習者自身が自分の理
解に応じて、自らの理解を相互に確認できる
ことを示している。つまり、ペアによる再話
は教室活動として手順をさらに工夫するこ
とにより、読解授業において素材に対する学
習者の理解を深め、多様な素材に対する再話
を繰り返すことで読解力につながる可能性
がある。 
 (1)の再話活動は、これまで素材ごとに概
ね以下①〜⑤の手順で繰り返し行ってきた。 
 
 
①個人の読み作業（3分） 
400 字程度で、辞書を使わずに概要が理解で
きるレベルの素材を使う。 
②ペアでの再話（約 5分） 
「読んだ内容を、その内容を知らない人に話
す」という想定で、再生中は素材を見ないで
話す。 
③内容理解確認質問への回答 
教師は各ペアの活動を観察し、理解や回答を
確認する。 
④クラス全体での内容確認 
素材の音読と内容理解の確認を行う。 
⑤全体ディスカッション 
素材ごとに学習者の興味関心に応じて行う。 
 
 
 これまでの手順では、学習者は「ストーリ
ーを読んだ後に素材を見ない状態でそのス
トーリーの内容を知らない人に語る」という
設定以外、全 12 回の授業中素材を代えるだ
けで各自自由に再話をしていた。そこで、ま
ず再話の意義を「理解したことを相手に伝え
ることで理解した内容を整理することにな
り、それによって文章の理解が深まる。さら
にそれをいろいろな素材で継続し、蓄積する
ことで読解力向上につながる可能性がある」
と捉え直した。そして、理解した内容を整理
することを促すためにペアによる再話を計
画的段階的に取り入れた。 
 具体的には全 12 回の授業を 4 回ずつ 3 段
階に分け、上記①〜②部分を段階ごとに以下
の(A)〜(C)に変更した。 
 
 
第一段階(A) 
各自が３分で読む。一人が素材を見ないでキ
ーワードを書き、そのキーワードを見ながら
再生する。もう一人は素材を見ながら相手の
再生を聞き、再生が進まない場合は次の発話
を促す質問をするなど、不十分な再生になら
ないようにサポートする。その際に素材にあ
る答えは言わない。 

 
第二段階(B) 
各自が３分で読み、キーワードを二人それぞ
れが書く。その後、素材を見ずに自分で書い
たキーワードだけを使ってどちらかが再生を
始め、お互いに助け合いながら二人で再構築
する。 
 

 
第三段階(C) 
各自が３分で読み、キーワードを書かずに相
手にどのような話かを伝えるためにブレイン
ストーミングを１分間行う。その後、どちら
かが素材を見ずに再生を始め、お互いに助け
合いながら二人で再構築する。 
 
 
 さらに、毎回授業中に読んで再話した素材
を使って、「内容を２００字以内で要約する」
「表やチャートが書いてあるシートに記入
する」「ＱＡに答える」など、宿題を課し、
確認することで内容の整理を繰り返し促す。 
 以上から、再話では単に読んで終わったり、
最初から文章を暗記して話したりするので
はなく、ペアの相手を活用して理解した内容
を頭の中で整理し、自分の言葉で再構築して
話すということを各素材で繰り返す。こうす
ることで各素材についての理解が深まり、読
解力を高めていくことができると考える。 
 現在、本研究によって提案された手順にそ
って再話活動を実践し、段階別に日本語レベ
ル等の学習者の個人差、素材の難易度・構
造・トピック等によってどのように再生され、
相互行為が起こっているのか、データを継続
的に収集している。そして、分析結果を踏ま
えてさらに素材の選択や再話活動の手順等
について検討し、授業改善を続け、より明確
な形で読解活動を提案していく予定である。 
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